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従来の光学の常識を覆すメタマテリアルやメタデバイスに関する研究が活発になされている[1]。

より制御性の高い素子の実現のために共鳴周波数に可変性を持たせる試みも様々検討されており、

積層メタ表面の相対位置をずらす[2,3]、MEMS などにより可動部を持たせる[4,5]などの試みが

様々検討されている。本研究では、通電により伸縮する導電性高分子ソフトアクチュエーターを

用い、積層テラヘルツ帯メタ表面の電界変調を試みたので報告する。 

金による相補的 SRRアレイ（CESRR）[3]をフォトリソグラフィーにより石英基板上に作製し、

メタ表面とした。２枚のメタ表面を対向させ、一方を固定し、もう一方にはソフトアクチュエー

ターを貼り付け素子とした（図１）。ソフトアクチュエーターとしては、Okuzaki 等が報告した大

気中にて動作する導電性高分子ポリピロール薄膜[6]を採用した。 

電圧印加下における素子の透過スペクトルをテラヘルツ時間領域分光光学系（EKSPLA）によ

り評価した。電圧印加に

伴い、透過バンドのシフ

トが見られた（図２）。

これは積層メタ表面の

相対位置のずれにより、

共鳴状態の変化が誘起

されたためと考えられ

る。 
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